
高松市埋蔵文化財調査報告 第 154集

高松市立林小学校校舎等建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

林宗高遺跡
一第3次調査一

2014年 3月

高松市教育委員会



例戸

1 本書は，林小学校校舎増築建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書であり，林宗裔遺跡第 3次

調査の報告を収録した。

2 発掘調査地及び調査期間，調査面積は下記のとおりである。

調査地： 高松市林町 1108-1高松市立林小学校地内

調査期間： 平成25年 7月 22日~8月 21日

調査面積： 約 123面

3 現地調査は，高松市創造都市推進局文化財課文化財専門員小川賢と，同嘱託中西克也，新井場

萌が担当した。

4 整理作業は小川，新井場が担当した。

5 本報告書の執筆・編集は新井場が担当し，小川が補佐した。

6 発掘調査から整理作業，報告書執筆を実施するにあたって，下記の関係諸機関に御協力を得た。

記して厚く謝意を表する。

高松市立林小学校

7 本報告書の高度値は海抜高を表し，方位は座標北を表す。

8 以下の業務については、委託業務として行った。

基準点打説：株式会社四航コンサルタント

遺物写真撮影：杉本和樹（西大寺フォト）

9 発掘調査で得られたすべての資料は，高松市教育委員会で保管している。

10 G.Nは座標北を示す。
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第I章調査の経緯と経過
第1節調査の経緯

本調査地は，本市教育委員会総務課（以下教

委総務課と呼称）による，高松市立林小学校舎

増築工事予定地にあたり，周知の埋蔵文化財包

蔵地「林宗高遺跡」内に位置する。高松市長か

ら平成 25年 4月 14日付けで高松市教育委員会

（以下本市教委と呼称）に対して，建設事業計画

に基づき，文化財保護法第94条の発掘通知があっ

たため，本市教委は香川県教育委員会（以下県

教委と呼称）へ進達したところ，平成 25年 5月

13日付けで県教委から「発掘調査」の行政指導

を受けたものである。これを受け，本市文化財課

は教委総務課と協議を行い，建設工事に先立ち

発掘調査を実施し，記録保存を行うことで合意した

ため，同年 7月 22日付けで同法第 99条第 1項

の規定による着手届けを提出するとともに，同日よ

り同年 8月 21日まで，発掘調査を実施した。現

地調査を終了後，所轄の警察署へ同法第 100条

の規定による通知を，同年8月21日付けで行った。

本書はこの発掘調査の成果を報告するものである。

第2節調査区の概要

調査地は南北長約 8.40m, 東西長約 14.80mの 方形が接した形状を呈する。（第 1図）。調査に当

長方形の北辺に，東西4m, 南北約 1.60mの長 たり 2点の基準点を設定して記録を行った。

＝＝亡仁コ口＝
第3次発掘調査対象地区

（本書掲載）
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平成23年度第2次発掘調査対象地

平成21年度第1次工事立会対象地

第 1図発掘調査対象地と周辺の調査履歴図
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第3節調査日誌

発掘作業および整理作業の実施状況は下記のとおりである。

第1表発掘作業工程表

7月 8月

作業項目 22 23 25 26 29 30 31 1 2 5 6 7 8 ， 12 19 20 21 
月 火 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 月 火 水

事前調査／準備／委託業務 ....• ·• 

重機掘削 I'、 9

第1面
掘削 .... 

遺構面精査／遺構検出
遺構写真撮影／図化

,, 
C 

重機掘削 ' 

第2面
掘削 I 

遺構面精査／遺構検出 :>・ ヽ

遺構写真撮影／図化 . ら~ ,: 

埋め戻し／撤収
,, 

第2表整理作業工程表

作業項目
H25 H25 H25 H25 H26 H26 H26 

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

洗浄
接合・復元
遺物実測 ” 

遺物トレース ., 

遺構トレース
. 

..'.• 心

' 

図版レイアウト
遺物写真撮影 ・, .. ,・,: 

原稿執筆 ; 

編集

校正 ‘‘‘ 

第4節周辺における既往の調査

林宗高遺跡は林町 1108番地 1に所在し，地

勢的には高松平野中央部のやや南東よりに位置

する。本遺跡の周辺では，近年，高松東道路建

設事業や空港跡地整備事業に伴う調査をはじめと

して，大規模開発が数多くなされており，それら

の事業に伴う調査例が数多く蓄積されている。ま

た，弘福寺領讃岐国山田郡田図の調査（藤井ほ

か 1992・ 山本ほか 1999) に伴い，地形の変遷や

古代の土地利用の詳細など，多岐にわたる調査・

分析の対象となっており，高松平野でも調査の進

展している地域であるといえる。しかし細かく見ると，

本調査地の周囲 250mではこれまで発掘を伴う調

査例がなく，調査の集中する地域の中でも考古学

的には部分的な空閑地であった。本書に紹介す

る林宗高遺跡の調査内容は，こうした調査の隙間

を埋めるという意味でも重要である。第3図に周辺

の遺跡分布図を掲載したが，その中でも発掘調査

の成果が報告書として刊行されているものについて

第3図下欄に列記している。各調査の詳細はそれ

ぞれの発掘調査報告書を参照いただきたい。なお，

遺跡名の頭につく数字は第3図中の遺跡番号に対

応する。
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n章池理的R歴史的環燒
第1節地理的環境

本遺跡の立地する高松平野は，平野を南北に貫

く複数の河川の堆積作用により形成されたものであ

る。平野には本津川，香東川，御坊川，詰田川，

春日川，新川などの河川が流れるが，中でも香東

川の堆積作用が最も強く，春日川の西側付近まで

香東川の堆積作用による平野が広がる。また，こ

れらの河川はいずれも近世に大規模な改変を受け

ている。香東川は現在では石清尾山山塊の西側の

み流れているが，古絵図などには本来山塊の東側

も流れていた事が記されている。また現在は埋没し

ているが，平野中央部の林町から木太町にかけて

の範囲で複数の旧河道が存在したことが指摘され

ている。林宗高遺跡の周辺でも，長池や大池など

を結ぶ旧河道の存在が推定されており，本遺跡の

発掘調査でも北西に向かう旧河道を検出している。

第2節歴史的環境

はじめに，本遺跡が位置する歴史的環境を確認

しておきたい。なお，詳細やその他の時期につい 第 2図高松平野の地形図と林宗高遺跡位置図

ては，平成 21年度・ 24年度刊行の「林宗高遺

跡」（高松市教育委員会 2010年 3月， 2012年 3

月），を参照いただきたい。高松平野では，縄文

時代晩期から弥生時代前期にかけて集落の形成

が顕著に認められている。本遺跡周辺の平野中央

部でも，井手東II遺跡などの縄文晩期から続く遺

跡が多く確認されている。また，さこ・長池遺跡で

は弥生前期～中期前葉まで連続した居住が確認さ

れているが，継続する集落は少なく，この時期に

は段丘化によって平野部の堆積が一気に進行する

ことが指摘されており，こうした自然環境の変動も

一因であったと考えられる。新たに生活の痕跡が

認められるのは中期中葉以降であり，上天神遣跡

などで居住の痕跡が確認されている。中期後半～

後期前半にかけては，太田下・須川遺跡などで

集落跡が確認されている。後期後半には，空港

跡地遺跡などで再度集落が形成され，一部はその

後，終末期から古墳時代前期前半まで継続する

様子が認められる。本調査地が位置する林宗高遺

跡で検出されている遺構もこの時期に属している。

古代の高松平野では，古墳時代後期～古代の前

半にかけて，それまで集落域の営まれていた微高

地が埋没したとされ，それに伴い集落の断絶と形

成が確認されている。平野は大きく西部の香川郡，

東部の山田郡に分割され，平野部のほぼ全面に

南北線が東に約9~11゚ 傾く条里地割が分布す

る。この条里地割に沿った溝や建物跡が松縄下

所遺跡，空港跡地遺跡などで検出されている。ま

た，周辺では拝師廃寺などの古代寺院が確認さ

れ，平成 21年度に報告書が刊行されている。中

世以降では，東道路関連の弘福寺領讃岐国山田

郡田図北地区比定地などで，旧河道が埋没して

いく過程の凹地に小規模な区両の水田面が検出さ

れており，その後現在に至るまで連続して水田層

の堆積が見られることから，この時期までに現在の

地形環境がほぼ形作られていたと推測されている。

本遺跡周辺ではキモンドー遺跡で佐藤城の堀が検

出されている。居住域としては，空港跡地遺跡で

古代～中世の集落の変遷が詳細に検討され，当

該期の高松平野を考える上で重要な知見が得られ

ている。また，東山崎・水田遺跡，川南遺跡で

は春日川の氾濫による洪水砂層上に営まれた近世

集落跡や耕上層が発掘されている。
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1. 林宗高遺跡 2.鹿原遺跡 3.天満宮西遺跡 4.松縄城跡 5.木太中村遺跡 6.神内城跡 7.木太本村Il遺跡

8. 白山神社古墳 9.木太本村遺跡 10.向城跡 11.佐藤城跡 12.キモンドー遺跡 13.松縄下所遺跡

14. 境目・下西原遣跡 15.大荒神古墳 16.上西原遺跡 17.大池遺跡 18.弘福寺領田図北地区比定地

19. 木太町九区遺跡 20.林さこ遺跡 21.林下所遺跡 22.林下所遺跡 23.林下所・木太今村遺跡 24.林下所遺跡

25. 林下所・六条乾遺跡 26.林下所遺跡 27.上天神遺跡 28.太田下須川遺跡 29.蛙股遺跡 30.居石遺跡

31. 井手東Il遺跡 32.井手東 I遺跡 33.さこ長池Il遺跡 34.さこ長池 I遺跡 35.さこ松ノ木遺跡 36. 林坊城遺跡

37. 六条上所遺跡 38.太田城跡 39.汲仏遺跡 40.多肥下町下所遣跡 41.天皇西原遺跡 42.宗高坊城遺跡

43. 六条西村遺跡 44.六条城跡 45.北原遺跡 46.六条上川西遺跡 47.お茶荒神 48.松林遺跡 49.凹原遺跡

50. 日暮•松林遺跡 51. 多肥松林遺跡 52.多肥宮尻遺跡 53.池の内遺跡Il 54. 池の内遺跡 I
55. 弘福寺領田図南地区比定地 56.空港跡地遺跡 57.畑遺跡 58.拝師廃寺 59.一角遺跡 60.公務員宿舎遺跡

61. 上林遺跡 62.宮西・一角遺跡 63.高木城跡 64.多肥平塚遺跡 65.多肥北原遺跡 66.多肥北原西遺跡

第 3図林宗高遺跡と周辺の主要遺跡分布図
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第璽章調査の成果

第1節調査方法

調査対象地は高松市立林小学校の校庭に位置

する，校舎増築建設予定地である。第 I章で述

べたとおり，本書では校舎増築建設予定地の調

査成果を報告する。発掘調査は重機による遺構

面までの掘削と，人力による遺構の掘削を基本と

して行った。記録に際しては2点の基準点を設定

第2節基本層序（第6図参照）

調査区は，東西長約 18m, 南北長約8mの長方

形を呈する。ここでは調査区の北壁・東壁の土層

断面から基本層序の記述を行うこととする。

調査地の現状は校庭であり，現地表面第1層は

花固土で， 20~ 30cmの深さで造成されている。
下層には，礫や漆喰を含む整地に伴う造成土が

東側を中心に 10cm程度堆積している（第2層）。

その下位には，灰白色のシルト質士が 20cm程度

堆積しているのが認められる（第3・4層）。

第1遺構面は，第3・4層の直下で認められる灰

黄褐色（第5層）と褐灰色（第9層）を呈したシル

卜質士の上面で検出した。検出した遺構は，土坑

(SKlOl他），溝(SDlOl他），性格不明遺構(SX101),

ピット(SP101)である。第 1遺構面の基盤層は，第5・

し，基準点をもとに図化を行った。図面は平面図・

断面図ともに縮尺 1/20で作図した。写真撮影は

35mmフィルムカメラを主に用い，モノクロ・カラー

リバーサルフィルムで記録した。また，補助的にデ

ジタルカメラも用いて記録を行った。

9層であるが， SK101については，その上層の第3・

4層を基盤としており，第 1遣構面よりも後出する遺

構面であることがわかる。また，第 5層については，

東側において SXlOlの埋土になっている。

第2遺構面は，第5・9・10・12層の直下で認め

られる褐灰色（第6・11層），にぶい黄橙色（第

13層），灰黄色・灰白色（第 20層）などの砂礫

層上面で検出した。検出した遺構は，土坑 (SK201),

ピット (SP201他）である。この第 2遺構面の基盤

層は西側は安定した砂礫層（第 6層）が堆積し，

東側に向けて傾斜している。この上層に第 11・13

層などの砂層が重なって堆積し，やや不安定な堆

積となっている。第 2面の遺構については，この不

安定な砂層上でのみ確認された。
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第 3節第 1遺構面の遺構。遺物

SK101(第 7, 10図）

調査区北東端部，標高 13.23mで検出した土坑。

東西方回へ 0.89m, 南北方向に 2.62mの長方

形を呈し，深度は 0.27mを測る。 SX101を切って

構築されている。遺物は，ガラス瓶 (1)' 点棒 (2),

牌 (3)の他に図化していないが，士師質士器，瓦，

鉄製品，銅製品，ガラスが出士している。 1は両

側から型を合わせて作られ，気泡が多く含まれて

いる。 2は骨角器で全体が研磨されており，麻雀

に使用される点棒と思われる。 3は骨角器で全体

が研磨されており，中央の模様（麻雀で使用され

る数牌の筒子）は掘り込んで作られている。出土

遺物により，埋没時期は近現代と考えられる。

SK102(第7, 10図）

調査区北東，標高 13.27mで検出した土坑。東

西方向に 1.64m, 南北方向に 1.77mのほぼ円形

を呈し，深度は 0.56mを測る。断面は台形を呈

し，埋土は 3分割される。内側は径 1.3mに掘削

されており，平面が円形，断面は台形を呈し， 20

cm前後の円礫が多く充填されている。内側は円形

の構造物が据え付けられていたと思われる。隣接

する SK103を切って構築している。遺物は磁器皿

(4), 磁器碗(5), 陶胎染付碗 (6)(掘り方埋士から

出土）の他に図化していないが，土師質土器（足

釜），磁器，平瓦が出士している。 4は肥前系の

変形皿で，内外に草花文の染付がみとめられ， 口

縁端部には口紅が施されている。内面にビン痕が

みとめられる。 5は内外面に施釉を施している。外

面には呉須の染付がみとめられる。 6は内外とも施

釉が施されており，表面に貫入がある。出士造物

により，埋没時期は 17世紀末~18世紀代と考え

られる。

SK103(第7, 10図）

調査区北東，標高 13.28mで検出した上坑。径

約 1.8mの円形を呈するとみられるが，東側を

SK102, 北側を SKllOに切られている。深度は 0.2

mを測る。断面は台形を呈し，埋土は 20cm前後

の円礫を含む単層である。遺物は弥生土器底部

(7), 弥生上器頸部 (8), 土師質士器鍋 (9), 備前

系陶器播鉢 (10), 土師器羽釜 (11), 平瓦 (12)の

他に図化していないが，弥生士器，陶器，焙烙，

平瓦が出土している。 7は両面共に磨滅している。

平底を呈しており，体部との接合痕が認められる。

器種は不明である。 8は内面にナデ，外面にタテ

ハケから沈線紋が施されている。 9は口縁部，内

面にナデとタテハケ，外面にヨコナデとナデが施さ

れている。 10は内面にヨコナデと摺目，外面にヨ

コナデと凹線を施している。播目はナナメ方向に

入っており，凹線は2条，外面顎部分が三角状を

呈しており、口縁部は薄く，全体的にシャープな

印象から，時期は備前焼近世1期b~c頃と思わ

れる。 11は取手部分で，接合面にナデが施され

ている。 12は凸面にナデとケズリ，凹面にナデが

施されている。出土遣物により埋没時期は 17世紀

末~18世紀代と考えられる。

SK104(第7, 10図）

調査区南東端部，標高 13.19mで検出した上坑。

径約 1.6mの不整形な円形を呈し，土坑東側は調

査区外に及んでいる。深度は 0.52mを測り，断面

は台形を呈し，埋土は上層が 5~ 20 cmの円礫を
多く含む。遺物は青磁碗 (13),施釉陶器底部 (14),

土師質士器鍋 (15), 士師質士器襦鉢 (16), 備前

系陶器擢鉢 (17)(18)の他に図化していないが，士

師質土器，須恵質土器，陶器，磁器，瓦器が出

上している。 13は外面に蓮弁染付が施されている

と観察できることから龍泉窯系の青磁と思われる。

内外面とも施釉が施されている。 14は外面にケズ

リと塗土， 内外面とも回転ナデが施されている。 15

は中世の煮炊き用鍋と思われ，内外面ともナデが

施されている。 16は内面端部はやや肥厚し，外

面は直線的に内傾している。内面はナデと播目，

外面はハケとナデが施されている。 17は内面にナ

デとナナメ方向の播目，外面にナデと二条凹線が

施されており，外面に重ね焼き痕，黄ゴマの付着

がみられる。口縁下の顎が張り，断面が三角状で

あるため，時期は近世 1期 c~2期 aと思われる。

18は内面にナデと擢目，外面はナデと凹線が施さ

れており，外面に重ね焼痕がみられる。擢目はナ

ナメ方向に入っており，外面の口縁帯は 2条凹線

で，口縁下の顎が張り，断面が三角状であるため，

時期は近世 1期 c~2期 aと思われる。埋没時

期は 14の施釉陶器により，近世末～近代と考えら

れる。

，
 



第7, 11図）

調査区南東側南端部，標高 13.24mで検出した

土坑。土坑南側は調査区外で及んでいるが，検

出した規模は東西方向 1.12m, 南北方向 1.68m 

の長方形を呈している。深度は 0.36mを測り，埋

士は 5~ 20 cmの円礫を多く含む土で充填してい
る。違物は弥生土器底部(19),瓦質土器火鉢(20),

士師質土器風呂釜 (21), 土師質土器七輪(22),

石鏃 (23)の他に図化していないが，弥生土器，

土師質士器，須恵質土器，陶器，燿炉，上師質

人形が出土している。 19は内面にヘラケズリ・ナ

デを施しており，外面には黒斑がみられる。器面

は薄く，平底を呈している。 20は口縁部は直線的

に外傾し，端部は内側にやや肥厚するが，ほぼ

直線的に内傾している。平面形は方形を呈してい

ると思われる。内面はヨコタテ方向に板ナデ、内

面は全体にミガキとナデが施されている。 21は底

部で，外面脚部に煤が付着している。内面はヨコ

方向のナデ，外面はヨコ方向ナデ、指オサ工を施

している。 22は内面は剥落しているが，煤が付着

しており， 目穴が 2ヶ残存している。外面はナデ

を施している。 23はサヌカイトを用いた打製の石鏃

で，平基式である。出士遺物により，埋没時期は

近世末～近代と考えられる。

SK106 (第9図）

調査区北側中央，標高 13.28mで検出した士坑。

東西 0.66m, 南北0.72mのほぼ円形を呈し，深

度は 0.23mを測る。断面は台形を呈す。近世末

～近代所産のものと思われる士師質土器が設置さ

れているが、中はモルタルが充填され廃棄されて

いる。埋土は 15cm前後の礫を多く含むシルト質お

よび士師質土器の留め土である。遺物は図化して

いないが，士師質土器片が出土している。埋没時

期は近代と考えられる。

SK107 (第9図）

調査区北側の西寄り，標高 13.28mで検出

した上坑。東西方向 1.15m, 南北方向 lm

のほぼ円形を呈し，深度は 0.25mを測る。断

面は船底形を呈しており，中央に抜取痕のよ

うな堆積が観察され，大きさから SK106のよう

な構造物が設置されていた可能性が考えられるが，

埋土は最下層に礫を含む。遣物は図化していな

いが，土師質土器，須恵質土器，京信楽系陶

器，陶器片が出土している。埋没時期は不明だが，

10 

SK106と同様の近代と推定さ九る。

SK108 (第9図）

調査区北側中央，標高 13.20mで検出し士坑。

径 0.77mの円形で，深度は 0.23mを測る。断面

は台形を呈し， SDlOlを切って構築される。遺物

は図化していないが，弥生土器が出士している。

時期については不明であるが， SK106と同様の時

期と考えたい。

SK109 

調査区南側中央，標高 13.34mで検出し士坑。

南側が調査区外に及んでいる。検出された規模は，

東西方向に 0.83m, 南北方向に 0.26mの楕円形

を呈す。埋没時期は不明である。

SKUO 

調査区北側中央，標高 13.15mで検出し土坑。

東西方向に 1.15m, 南北方向に 1.2mの円形を

呈し，深度は 0.36mである。断面は船底形で，

埋土は風化礫を含む黒色砂混じりシルト，褐灰色

砂質シルトである。 SK103とSDlOlを切って構築

している。遺物は図化していないが，弥生土器が

出土している。時期は不明であるが， SK106と同

様の時期と考えられる。

SDlOl(第8, 11図）

調査区北側中央，東から西に走る溝。標高

13.25 mで検出され，長軸は東西方向に 6.38m,

幅は 0.12m~  1.0 mであり，深度は 0.03m~  

0.29mである。断面は船底形で，一度堆積したも

のを再掘削していると思われる。 SK106, SK107, 

SK108, SKllOに切られている。肥前系京焼風陶

器 (24), 遺物は弥生土器底部 (25)の他に，図化

していないが，土師質土器須恵質土器備前

系陶器が出士している。 24は内面のみ施釉が施さ

れており，色調は両面とも浅黄色で，底部裏面に

「清」とみられる刻印がみとめられることから肥前系

京風焼と思われる。 25は内外面ともマメツしており，

胎士は粗<, 4Illlll以内の石英・長石を含んでおり，

平底を呈している。胎士から前期に遡る可能性が

ある。遺物により埋没時期は， 17世紀末~18世

紀代と考えられる。

s0102 

調査区南側中央東寄り，南から北東へ走る溝。

標高 13.32mで検出され，長軸は南東方向に 2.63

m, 幅は 0.3m~  0.5 mであり，深度は 0.04~ 

0.19mを測る。東側は SXlOlに繋がり，南側は調



査区外に及んでいる。断面は船底形を呈し，埋土

は単層で，細砂混シルト質である。埋没時期は，

SXlOlへと繋がることから近世と推定される。

SX101 (第8, 11図）

調査区東側，標高 13.32mで検出した不成形の

遺構。東側および南側は調査区外におよび，規

模は不詳だが，南北・東西とも4~5m前後で

検出された。深度は 0.07mを図る。断面は台形

で，埋士は 2分割され，西側の上層が下層を切っ

ている。遺構の重複関係については， SKlOl~ 

SK105に切られており， SD102とは連続して確認し

第 4節第2遺構面の遺構・遺物

SK201 (第9図）

調査区南側中央，標高 13.08mで検出した土坑。

東西方向 0.56m, 南西方向 0.76mの楕円形を呈

し，深度は 0.11mを測る。断面は船底形を呈し，

埋士は砂礫の単層である。

SP201 

調査区北東，標高 12.83mで検出したピット。東

西方向 0.25m, 南北方向 0.26mの円形で，深

度は 0.06mを測る。埋没時期は不明である。

SP202 

調査区北寄り中央，標高 12.99mで検出したビ゚ ッ

ト。東西方向 0.24m,南北方向 0.3mの楕円形で，

深度は 0.16mを測る。埋没時期は不明である。

SP203 

調査区北寄り中央，標高 12.93mで検出したピッ

ト。径 0.21mの円形で，深度は 0.06mを測る。

埋没時期は不明である。

第 5節遺構面精査の遺物

遺構面精査（第 11図）

肥前系磁器皿 (29), 土師質土器焙烙(30), 士

師質土器土管 (31), 石鏃 (32)が出士している。

29は両面に施釉が施されており，内面に蛇ノ目釉

ハギの痕がある。内面の一部に呉須（明青色）が

認められるため，染付が施されていると考えられる。

11 

た遺構である。出土遺物については，陶器碗 (26),

弥生土器広口壺 (27)がある。 27の時期は讃岐第

v様式のうち，後期後半の所産であると考えられる。
埋没時期については， SK102。SK103との重複関

係から 17世紀末~18世紀代以前と推定される。

SP101 

調査区南東中央寄り， SX101に伴って検出され

たピット。東西方向 0.28m, 南北方向 0.20mの

楕円形を呈している。詳細は不明だが，弥生士器

が出上している。

SP204 

調査区北寄り中央，標高 12.91mで検出したピッ

ト。東西方向 0.23m, 南北方向 0.14mの楕円で

あるとみられるが，北側半分を撹乱に切られている。

深度は 0.11mを測る。埋没時期は不明である。

SP205(第8, 11図）

調査区北寄り中央，標高 12.95mで検出したピッ

ト。北側半分を撹乱に切られているが，検出した

東西方向 0.71m, 南北方向 0.25mの円形とみら

れるが，深度は 0.23mを測る。遺物は，弥生土

器壺(28)の他に，図化していないが土師質土器

が出士している。 28は口縁部で， 口縁端部に斜

格子文が施されている。時期は讃岐第III様式（中

期）と思われる。接合関係はないが，出士位置及

び胎士の特徴から SK103出土の頸部 (8)と同一

個体と考えられる。遺物により，埋没時期は弥生

中期以降と考えられる。

30は口縁端部で，内面にナデ，外面にナデ・指

オサエが施されている。 31は外面には丁寧なハケ・

ヘラキリ，内面には板ナデが施されている。 32は

サヌカイトを用いた打製の石鏃で，凹基式である。

基部の一部が欠損する。
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E
 

ア：2.5Y6/! 褐灰色シルト質細砂（石，礫，レンガを含む）
イ：!OYR7 /2にぶい黄橙色シルト質細砂(JOYR7/1灰白色シルト質細砂を含む）
ウ:JOYR7/l灰白色シルト質細砂
工：JOYR7/J灰白色シルト質細細砂十砂礫層

1: 10YR5/2灰黄褐色シルト質細砂(2.5Y7/2灰黄色細砂を含む）
2: 2.5Y7 /2灰黄色細砂

＼
 SK105 

L= 13.60m 

E w 

Le 13. 40m 
IV E

 

I: !OYR5/2灰黄褐色シルト質細砂
2:!0YR6/4にぶい黄橙色シルト質細砂（締まりなし）
3: 2.5Y8/2灰白色シルト
4: 2.5Y8/2+ !OYR7 /4灰白色シルト＋黄橙色細砂

Im 

第7図 SKlOl, SK102,SK103,SK104,SK105平・断面図 (S=l/40)
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1: 10YR4/3+ 10YR4/2 にぶい黄橙色＋灰黄褐色シルト質細砂
2: 10YR4/3+10YR6/4にぶい黄橙色＋にぶい黄橙色シルト質細砂

2m 

＼
 

~
 

SP205 

Lc)3.20m 

IV E
 

Lゴ13.40m
s 

z
 

I: !OYR3/l 黒褐色シルト質細砂(IOYR5/3 にぶい黄褐色シルト質細砂を含む）
2: !OYR3/l 黒褐色シルト質細砂
3: 2.5Y7 /3 + !OYR5/2 浅黄色＋灰黄褐色シルト質細砂

Im 

第8図 SD101,SXl O 1,SP205平・断面図 (SD101,SP205S=l/40)(SX101 S=l/80) 
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し=13AOm
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I: 2.5Y7 /3+ IOYR5/2灰黄色シルト質細砂十灰黄褐色シルト質鱈砂（礫を多く含む）

2: IOYR5/2灰黄褐色シルト質細砂（礫を多く含む）

／□ SK¥08 
L=13.40m 
s z

 

＼ 
1: 10YR7/2+ 10YR5/l にぶい黄橙十褐灰色シルト質細砂

2: 2.5Y8/2灰白シルト

3: 10YR4/l 褐灰色シルト質細砂

＼ □ SK201 
\(~J 
:;'""" t -SK107 
~· 

L=l3.20m 

s 
ー文—~―c"'.-・:-:-•· ·•·. 

1 :5Y5/l灰色砂距（数mm大の円酷含む）

l: 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト質細砂(2.5Y8/3淡黄色シルトを若干含む）

2: 2.5Y8/3淡黄色シルト(1層を含む）

3: 10YR6/3 にぶい黄橙色シルト質細砂

4: !OYR4/2灰黄褐色シルト質細砂（差を含む）

z
 

＼ 口SKllO 
L=!:l.40111 

N 

I: IOYR2/l黒色砂混じりシルト（風化礫を含む）

2: IOYR4/l掲灰色砂質シルト

断ち割りトレンチ南壁断面

-_ -― 

丁
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11← → I¥ 

L013.40m 
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A 
1: 2.5Y5/6黄褐色シルト質細砂(2-3cm)

2:2.5Y4/J 黄灰色砂礫混じりシルト（小円礫を含む）

3:2.5Y4/6オリープ褐色シルト質細砂井1

4:2.5Y4/1 黄灰色砂廂（シルト質土混じる小円礫数cm拳大を含む）与2

5: 2.5Y5/2暗灰黄色砂礫（シルト質土混じる円礫拳大～人頭大を含む）
I゚ I I I (~c1(4Q) 

m
 
l

;

 

第9図 SK106, SK107, SK108, SKllO, SK201, 断割りトレンチ平・断面図 (S==l/40)

14 



I 

'I  

' 3
 

oo□ 
02  

5cm 

10cm 

SKlOl出上遺物実測図
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SK102出土遺物実測図
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SK103出土遺物実測図
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SK104出土遣物実測図

第 10図 SKlOl, SK102, SK103, SK104出土遺物実測図 (S=l/3, 2・3S=l/20) 
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SDlOl出土遺物 SX101出士遺物
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SP205出土遺物
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= 32 

5cm 

31 
遺構面精査 出土遺物

第 11図 SK105, SDlOl, SXlOl, SP205, 遺構面精査出土遺物実測図 (S=l/3,23・32はS=l/2)
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第IV章まとめ
第 1節遺跡の時期的変遷

(1)弥生時代 と同時期のものである。

第 2遺構面で確認したピット群がこの時期に該当 (2)近世～近代

ずる。これらの遺構は小規模な生活痕であるが，調 第 1遺構面で確認した土坑，溝，ピソト，性格不

査区の東側に位置する自然堤防の中でもやや不明遺構が該当する。所属時期については 17世紀

安定な砂層上で認められる。この砂層については，末~18世紀代，近世末～近代の 2時期のものが

自然堤防の埋没に伴い形成されたことが土層の観認められる。 17世紀末~18世紀代については，

察からうかがえる。一方，安定した自然堤防上であ溝および水溜め状の遣構で，近世末～近代につい

る西側の砂礫層では遺構は確認できないが，遣物ては，これらに便槽あるいは風呂釜を伴った遺構が

については中期以前に遡るものと，後期後葉のもの加わる。こうしたことから，少なくとも近世末～近代

が出土しており，後期後葉のものは西側に位置するにおいては，当地点が居住地となっていた可能性

旧河道の出上遣物と，東側の後背湿地の出士遣物が高い。

第 2節遺跡の広がりと旧地形について

林小学校は，大局的に見ると，西側に埋没中小卜I.であった可能性が嵩い。今回の調査区は，安定し
自然堤防，東側に後背湿地・埋没旧河道が存在た砂礫層が西から東にかけて傾斜し， 自然堤防が

する立地で，今回の調査区は埋没中小卜I.自然堤防埋没する過程を確認した。当地点の微高地につい
上に位置している。既往の調査から，学校西部では，ては，近世末～近代において集落跡が認められる

平成 21年度調査の結果，西側で旧河道が確認さものの，それ以前の状況については，大正時代より

れ，その埋没時には，弥生時代後期後葉の遺物が利用されている学校施設の影響により，削平を受け

大量に廃棄されているのが確認された。この旧河道た可能性が高く，生活痕が確認することができない。

の埋没後においては，鋤溝や畦畔が確認され，プ旧河道および後背湿地における弥生時代後期後葉

ラントオパール，花粉分析の結果から水田として利の多量の遺物に反して，微高地上に当該集落の存

用されていたことが分かっている。一方，学校の東在が末確認であり，今後その所在の確認が課題と

＼
 
＼
 

Q 

参考文献
・『林宗高遺跡』高松市埋蔵文化財調査報告第 127集高松市教育委員会 2010年 3月
・『林宗高遺跡』裔松市埋蔵文化財調査報告第 142集高松市教育委員会 2012年 3月
・『讃岐国弘福寺領の調査』弘福寺領讃岐国山田郡田図調査報告書高松市歴史民俗協会 1992年 3月
・『空港跡地遺跡VI(G地区）』空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第 6冊香川県教育委員会他 2003年3月
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第 3表遣物観察表

遺物No 図版No 遣構名 層位名 種類 器種
法醤 調整 色調

胎土 焼成 備考
口径 底径 器品 外面 内面 外面 内面

1 8 SK101 第1面 ガラス瓶 31 40 111 なし なし J 5YR4/6褐 7 5YR4/6褐 精良 良好
型合わせ，気
泡が多い

2 7 SK101 第1面 骨角器 点棒 （長径）55 （幅）06 1 2 研磨 10YR4/7褐 精良
文様部分は

3 7 SK101 第1面 骨角器 牌 （長径）27 （幅）20 1 2 研磨，文様 10YR4/6褐 精良 掘り込んで
いろ

胎土NS/灰
肥前焼変形

4 7 SK102 第1面 磁器 皿 2.0 施釉染付 施釉染付 白口紅 淡青色透明 精良 良好

7 5Y R3/3 
皿

7 5GY8/1明

5 8 SK102 第1面 磁器 碗 101 44 60 施釉 施釉 NS/灰白 緑灰呉須 精良 良好
淡青色

2 5GY 6/1 
2 5GY 6/2 表面に貫入

6 7 SK102 第1面 陶胎染付 碗 (11 6) 〔38〕染付 施釉 オリーブ灰，
オリーブ灰

精良 良好
あり

文様暗青色

2 5YR6/6に
粗

7 6 SK103 第1面 弥生土器 底部 7.4 (3 9) マメッ マメッ 2 5YR5/6橙
ぶい橙

2mm以下の 良 平底
長石・石英

タテ/¥ケ，沈 7 5YR5/4に 10YR6/4に
粗

8 6 SK103 第1面 弥生土器 頸部付近 (6 1) 
線11条

ナデ
ぷい褐 ぶい黄褐

2mm以下の 良
1長石・石英

土師質土 鍋 5YR5/6明 5YR5/7明
粗， 7 SK103 第1面

器
(31) ナデ，タテI¥ケ ヨコナデ，ナデ

赤褐 赤褐
2mm以下の 良 中世

1 長石•石英
1DYR5/4赤 普

10 7 SK103 第1面 陶器 播鉢 23 4 (41) ヨコナデ
ヨコナデ擢 褐，口縁部付 1DYR5/3赤 2mm以下の

良
備前焼（近世

目 近10YR3/2褐 長石・石英 1期b-c)

暗赤褐 会す：‘

土師質土 1 OYR6/3に 10YR6/3に
粗

11 7 SK103 第1面
器

羽釜 (2 5) ナテ^
ぶい黄橙 ぷい黄橙

3mm以下の 良 古代
砂粒含む

土師質土 （凸面）ナデ， 10YR7/3に 10YR7/3に
粗

12 7 SK103 第1面
器

平瓦 (5 5) (5 5) 1 5 
ヶズリ

（凹面）ナデ
ぶい黄橙 ぶい黄橙

2mm以下の 良
長石・石英

13 6 SK104 第1面 磁器（青磁）碗 11 0 (2 5) 連付弁施？釉染 施釉
7 5GY6/1緑 7 5GY6/1緑 良

良
龍泉窯系青

灰 灰 磁か？

回転ナテ`，ケ 7 5YR3/3暗
良

14 6 SK104 第1面 陶器 底部 10 1 [3 7〕
ズリ塗土

回転ナデ
褐

7 5YR4/3褐
1石mm英以含下むの 良

粗

15 6 SK104 第1面
土師質土

鍋（煮炊き用） (34 2) 〔25〕ナデ ナテ
7.5YR 4/4 7 5YR 6/4 赤色粒と金

良 中世
器 灰褐 にぶい橙 雲母•長石・

石英含む

土師質土 10YR7/4に 1 OYR7 /3に
粗

16 6 SK104 第1面
器

摺鉢 23 6 (3 3) /¥ケ，ナデ ナデ，襦目
ぶい黄橙 ぶい黄橙

4mm以下の 良
再石•石英

ヨ］ナデ，襦 2 5YR5/6明 2 5YR5/6明
普

備前焼（近世
17 7 SK104 第1面 陶器 襦鉢 25 7 (4 35) ョコナテ"

目 赤褐 赤褐
2mm以下の 良好

1期c-2期a)
石英含む

18 6 SK104 第1面 陶器 襦鉢 28 6 (77) ナ＇ほデ什，ヨ重ね ナデ，福目 N5/灰 N5/灰 コ白 良好 備1 期前c焼~（2近期世a) 

ヘラケズリ，ナ 7 5YR8/6浅
粗

19 6 SK105 第1面 弥生土器 底部 4.0 (21) マメッ 5YR7 /6橙 長石•石英 良 外面黒斑T ー・ 黄橙
含む

20 B SK105 第1面 瓦質土器 火鉢 101 ミカ＇キ，ナテ'
ヨコ方向タテ

N2/0黒 N3/0黒 普 良好
1方向板十

土師質土 ナデヨコ方 ヨコ方向ナ 5YR5/6明 5YR4/4に
粗

21 8 SK105 第1面
器

風呂釜 (6 2〕
向ナデ テ＆，指オサエ 赤褐 ぷい赤褐

1mm-2mm長 良
右•石英含

土師質土 7 5YR 6/4 7 5YR 6/4 
普

煤付着目穴
22 8 SK105 第1面 七輪 (6.0) 剥落 ナデ 2mm以下の 良

器 にぶい橙 にぷい橙 再右・右革
2ヶ残存

回転ナデ，
回転ナデ， 2 5Y7 /4浅 2 5Y7 /3浅

肥前系示焼

24 8 SD101 第1面 陶器 碗 48 (115) 無釉，刻印
施釉 黄 黄

精良 良 風「清」の刻

1(底部裏） 印有

5YR5/8明 5YR5/6明
粗

25 6 SD101 第1面 弥生土器 底部 8.0 (21) マメッ マメッ 4mm以下の 良
赤褐 赤褐 長石・エ共

5Y6/2灰オ
普

26 8 sx101 第1面 陶器 碗 15 6 (4 6) 施釉 施釉 5Y7/1灰白
リープ 0砂.5粒mm含以む下の 良

普
讃岐第V様

27 6 SX101 第1面 弥生土器 広口壺 32.4 1 9 回転ナデ 回転ナデ
7 5YR5/4に 7 5YR5/5に 1mm以下の

良 式（後期～
ぶい褐 ぶい褐 長石・石英・

雲母会す: 末）

ナデ，指オサ 10YR5/3に 10YR 6/4に
普

讃岐第Ill様
28 6 SP205 第2面 弥生土器 ロ縁部壺 16.0 1 7 ナデ 3mm以下の 良

工 ぶい黄褐 ぶい黄橙 は早エ：．ェ：＃ 式（中期）

29 7 遺構面精査 第1面 磁器 皿 38 (1.4) 施釉 施目釉釉/¥，蛇ギI 5Y8/1灰白
5Y8/1灰白，

精良 良 肥前焼系
呉須明青色

土師質土 ナデ，指オサ 10YR7/2 
普

30 7 遺構面精査 第1面 焙烙 (1 2) ナデ 5Y6/1灰 1mm以下の 良
器 I にぶい黄橙 I長石・石英

土師質土 7 5YR6/4に 10YR7/4に
普

31 7 遺構面精査 第1面 土管 〔152〕 〔5.0〕 1 6 /¥ケ，へうキリ 板ナデ 1mm以下の 良
器 ぶい黄橙 ぶい黄橙

砂粒含む

第 4表石器観察表

遺物No 図版No 遺構面―層位名 種類 1 長径― Iii: 厚 重 備考

23 7 SK105 第1面 石鏃 2 1 14 02 06 
平基式，打製，
サヌカイト製

32 7 
遺構面精

第1面 石鏃 1 65 1 3 02 05 
凹基式打製

査 サヌカイト製
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図版 2

SKlOl完掘（南から） SK102,SK103完掘（南から）

SK102断面（南から） SK102完掘（南から）

SK104断面（西から） SK104完掘（南から）

SK105断面（北から） SK105完掘（南から）



図版 3

SK106完掘（南から） SK107断面（南から）

SK107完掘（南から） SKllO断面（西から）

SKllO完掘（東から） SD101断面（東から）

SD101完掘（北西から） SD102完掘（北東から）



図版 4

SX101畦断面（南西から） SXlOl完掘（南西から）

SK201断面（東から） SK201完掘（東から）

SP202,SP203,SP204,SP205完掘（北から） 断ち割りトレンチ断面（北西から）
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